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生駒市の概要

●位置・面積

奈良県の北西端、大阪府と京都府に隣接。

交通の利便性と自然環境が両立する住宅都市として発展。

面積は53.15㎢

人口は116,8０３人（県内３番目）

●第一号被保険者数

34,564人

（うち65～74歳：14,512人、75歳以上：20,052人）

●高齢化率

29.6％ 茶筅（ちゃせん）
日本の生産量90％以上

生駒山

※令和６年６月１日現在

生駒市イメージ
キャラクター
たけまるくん
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生駒市人口の将来推計

・65歳以上の人口は2045年まで増加する一方、生産年齢人口は減少し続ける。

・前期高齢者人口は2030年まで減少していく一方、後期高齢者人口は2030年まで増加。

●将来推計人口（年齢別人口） ●前期高齢者および後期高齢者人口の推計
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要支援・要介護者数と認定率の将来推計

➢ 生駒市の認定率は、早期から介護予防の取組に力を入れてきたこと等により、
全国平均や県平均と比べて低いものの、高齢化に伴い上昇・増加傾向
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市内の介護事業所等の状況

●日常生活圏域
10圏域

●地域包括支援センター
直営：1か所 委託：７か所

●居宅介護支援事業所
2８か所

●その他の事業所 （ ）内は事業所数

訪問介護（30）、訪問看護（19）、訪問リハビリ（5）、通所介護（22）、通所リハビリ（6）、
福祉用具貸与（5）、短期入所生活介護（6）、介護老人福祉施設（6）、介護老人保健施設（3）、
認知症対応型共同生活介護（8）、認知症対応型通所介護（3）、小規模多機能型居宅介護（4）、
定期巡回・随時対応型訪問介護看護（2）、看護小規模多機能型居宅介護（1）、
地域密着型通所介護（12） ほか

令和６年5月１日現在

✓ 居宅介護支援事業所数は近年、横ばいの状態

✓ ケアマネジャーとして従事する者の高齢化も
将来に渡る人材・サービス確保において課題
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生駒市第９期介護保険事業計画（抜粋）
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生駒市第９期介護保険事業計画（抜粋）

重点施策

●人材の確保・育成・定着、資質の向上

介護職員初任者研修受講就労支援事業、介護に関する入門的研修、ケアリンピック生駒 ほか

●介護現場の生産性向上・業務改善への支援

ケアプランデータ連携システム導入支援、事業所指定等申請業務の電子化・標準化 ほか

2040年に向けた中長期的な課題

80代以上人口の増加と生産年齢人口の減少

介護サービスの需要が変化していく一方で、生産年齢人口の急減に直面することを踏まえ、地域の高齢者

介護を支える人的基盤の確保や介護現場における生産性の向上の推進等がますます重要となります。
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ケアプランデータ連携システムの導入に係る事業所の意向

※第９期介護保険事業計画策定時に実施した事業所向けアンケート
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導入している

存在は知っており、

今後導入を予定している

存在は知っているが、

導入の予定はない

存在を知らない

不明・無回答

ケアプランデータ連携システムの導入状況

居宅・包括（n＝30） その他事業所（n＝108）
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

ランニングコストが高い

導入の効果に疑問

職員の理解不足

操作習得に時間が必要

サービス低下を懸念

保守等が心配

その他

不明・無回答

ケアプランデータ連携システムを導入しない理由

居宅・包括（n＝18） その他事業所（n＝52）

➢ 導入状況については、「（システムの）存在は知っているが、導入の予定はない」という回答が最多。
➢ 導入しない理由については、「ランニングコストが高い」、「導入の効果に疑問」、「職員の理解不足」、
「操作習得に時間が必要」などが多い。
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⚫ ランニングコストが
高い

⚫ 導入の効果に疑問

⚫ 職員の理解不足

⚫ 操作習得に時間が
必要

市独自の事業として
ライセンス料の補助制度創設

事業所向けの研修会開催

・厚労省、国保中央会から意義
や効果、使い方について説明

・実際に触れるデモ体験も実施

アンケートで分かった事業所の懸念
本市における導入支援

☞アンケート結果を踏まえ、効果や操作方法の普及啓発 と 導入に係る補助をセットで実施

生駒市におけるケアプランデータ連携システム導入支援



ケアプランデータ連携システム研修会
～市主催による県内初開催～

⚫ 開催日時：令和６年５月１４日㈫、１５日㈬の２日間 同内容を計３回（２時間）

⚫ 対象者：市内介護事業所

⚫ 講師：厚生労働省 老健局 高齢者支援課

介護業務効率化・生産性向上推進室 室長補佐 秋山氏

国民健康保険中央会 介護保険課 泉氏、磯邊氏

⚫ 研修内容

①「介護現場の生産性向上等を通じた働きやすい職場環境づくり」

② ケアプランデータ連携システム研修会・質疑応答・デモンストレーション

③ 生駒市ケアプランデータ連携システム導入支援補助金の申請等について

④ ケアプランデータ連携システムのデモ体験



ケアプランデータ連携システム研修会当日の様子

厚生労働省 老健局より説明 デモンストレーション体験
国民健康保険中央会より

説明

２日間・全３回（各回の内容は同一）の研修会に、延べ９６名が参加。
11



研修会アンケート結果①

参加者属性 回答数

経営者・管理者 31

現地スタッフ 22

その他（主に事務） 18

IT管理者 3

未記入 12

総計 86

導入にあたり重視すること（複数回答） 回答数

1位 使いやすいシステムかどうか 65

2位 現場の負担が軽減されるかどうか 53

3位 サポート体制が整っているか 31

4位 安心安全なシステムかどうか 30

5位 周囲の評判や口コミ 3

6位 知名度やお墨付き 1

➢参加者の属性については、「経営者・管理者」「現地スタッフ」のどちらも多かった。

(同じ事業所の経営者・管理者と現地スタッフが一緒に参加している場合も多かった。)

➢システム導入にあたっては、「使いやすいシステムかどうか」が最も重視されている。

次いで、「現場負担の軽減」「サポート体制」「安心安全」が重要視されている。

12



導入意向について 回答数

今年度内に導入予定 25

導入済み 12

3カ月以内に導入予定 5

1か月以内に導入予定 2

導入したくない 1

未記入 41

総計 86

研修会アンケート結果②

☞ 研修会に参加した事業所のうち「導入済
み」「未記入」（※）を除くと, 約９７％の
事業所が今年度内に導入をする意向

（※）「未記入」については、研修会に参加した者が

導入についての決定権を持っていなかった等

自由記載（一部抜粋）

⚫ 実際の操作のデモンストレーションを拝見して、イメージがとてもよく分かりました。
⚫ 活用してみないとわからないが、活用していきたい。
⚫ 実績、給付管理だけでもすぐに利用したい。
⚫ ぜひ８０％以上の事業所が参加されるようにしていただきたい。少数なら意味がない。
⚫ 事業所で推進しようとしている段階であり、導入したいと考えています。
⚫ 実績業務に時間を要していたので、これを用いることにより業務効率化が図れることに期待します。
⚫ 補助金などのサポートがあるのでありがたいです。 13
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生駒市ケアプランデータ連携システム導入支援補助金

⚫ 対象事業者

1. 市内に事業所又は施設を有し、介護保険法第８条に規定する介護
保険サービスのうち、以下のサービスを提供する事業所であること。

2. 補助金の申請時点において、介護サービスの提供に係る給付実績
があり申請日以降も継続する予定であること。

3. この補助金の交付対象となる経費（以下、「補助対象経費」とい
う。）について、重複して他の法律又は予算制度に基づく補助金
の交付を受けていないこと。

4. 市税等、市の徴収金に滞納がないこと。

・訪問介護 ・訪問入浴介護 ・訪問看護 ・訪問リハビリテーション
・通所介護 ・通所リハビリテーション ・福祉用具貸与
・短期入所生活介護 ・短期入所療養介護（介護老人保健施設）
・特定施設入居者生活介護（短期利用） ・居宅介護支援
・定期巡回・随時対応型訪問介護看護 ・認知症対応型通所介護
・小規模多機能型居宅介護 ・看護小規模多機能型居宅介護
・地域密着型通所介護 ・認知症対応型共同生活介護（短期利用）
・介護予防支援

⚫ 補助対象経費

補助対象事業者が導入するケアプランデータ連携システム
（公益社団法人国民健康保険団体連合会が作成したものをい
う。）のライセンス料。その他の導入に必要な経費は対象としない。

⚫ 補助金の額等

１事業所あたり 21，000円（１年度につき１回限り）

※３年間（令和８年度まで）実施

➢ ライセンス料を全額補助（令和8年度までの3年間限定）し、導入時の金銭的コストに対する懸念を解消
➢ 市内の面的導入を促進することで、システムの効果を実感しやすい環境づくりにもつながる。

※ 市単で実施しつつ、県には補助の実施を要望中。



２ プログラム（案）

時間 場所 プログラム 登壇者

12:50

たけまる

ホール

アトラクション 登壇者 生駒山麓太鼓保存会

13:00 開会式 登壇者 市長、来賓

13:20 基調講演 登壇者
大島一博氏（厚生労働

事務次官）

14:30 生駒市の事例紹介 テーマ 検討中

15:50 アトラクション 登壇者
STYLEY パラチア

（障がい者ダンス）

16:00 特別企画 登壇者 山崎亮氏（studio-L）

17:10 総評 登壇者
山崎史郎（内閣官房参
与)

18:30
南コミュニ

ティセンター
交流会 登壇者 市民吹奏楽団

時間 場所 プログラム 登壇者（案）

9:30

市内の

取組先
視察 ※ア テーマ まちの駅等の市内の取組

たけまる

ホール
分科会A ※イ テーマ 未来を拓く子育て・教育

13:00

たけまる

ホール
分科会B テーマ

地域で生きる～居場所・出番の

あるまち～

コミュニ

ティセン

ター

分科会C テーマ 分野を越境するまちづくり

14:40

たけまる

ホール

アトラクショ

ン
登壇者 小学生による吹奏楽

14:50 特別講演 登壇者
村木厚子氏（内閣府孤独・孤立

対策推進室参与）

16:20 引継式 登壇者 市長、次回開催市（加賀市）

第1日目：10/11（金）

１ 開催概要

第６回地域共生社会推進全国サミット in いこま

第2日目：10/12（土）

（１）開催日 令和６年１０月１１日（金）、１２日（土）

（２）開催方法 現地参加

（３）テーマ 誰もが居場所と出番があるまちに～お互いさまからありがとうの連鎖へ～

8月上旬頃 参加申込受付開始！
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